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平成 23年度 事業報告書 

（平成 23年 4月 1日から平成 24年 3月 31日まで） 

 

（１）ジェンダー問題に関する研究・調査（プロジェクト） 

  男女共同参画社会形成のための基本的な問題解決に資するため、平成 24 年度に当研究

所が行うジェンダー問題に関する研究のあり方を検討した。 

   

（２）ジェンダー問題に関する研究への助成 

  ① 個人研究助成 

若手研究者を対象に、男女共同参画社会の形成に資する研究テーマを公募し、選考の

上助成した。               

・募集期間   平成 23年 4月 1日～5月 31日 

・応募総数   33名 

・審査委員会  第 1次選考  平成 23年７月１日  当研究所にて選考会議 

        第 2次選考  平成 23年 8月 4日  当研究所にて選考会議 

・受託者（4名） 

 ＊ 橋本 嘉代（ハシモト カヨ） 

   （お茶の水女子大学大学院人間文化創成科学研究所博士後期課程） 

   女性雑誌編集者のジェンダー・アイデンティティ 

   ―メディアの政策過程における両義的コミットメントに注目して― 

 ＊ 杉本 弘幸（スギモト ヒロユキ） 

   （京都工芸繊維大学工芸科学部・佛教大学社会福祉学部 非常勤講師） 

   1940－50年代における女性失対労働者の存在形態と社会意識 

   ―京都地域における女性失対労働者を中心に― 

 ＊ 権 慈玉（クォン ジャオク） 

   （一橋大学大学院社会学研究科 特任講師） 

   韓国の労働運動におけるジェンダー関係 

   ―ジェンダーの視点からみた新しい社会運動における「進歩」の意味― 

 ＊ 大木 直子（オオキ ナオコ） 

   （お茶の水女子大学大学院人間文化創成学科研究所研究院 研究員） 

   地方における女性の政治参加と選挙制度 

   ―統一地方選挙の候補者配置の分析― 

  ② 団体研究助成 

ジェンダー問題に関する研究会を公募し、選考の上助成した。 

    ・募集期間   平成 23年 4月 1日～5月 31日 

    ・応募総数   7件 

・審査委員会  平成 23年 8月 4日   当研究所にて選考会議 
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   ・受託団体   4件 

     ＊ 京都ＹＷＣＡ次世代サポート研究会  

      青少年を対象としたデートＤＶ予防教育プログラムの開発に関する一研 

    究―Power Pointによるハンディーラーニングプログラムの開発と効果 

    について― 

   ＊ ジェンダー条約研究会 

    ジェンダー諸権利の実践的再構築に向けた包括的検討 

    ―主体からイシューへ― 

   ＊ 身体・性・生命・科学におけるジェンダー問題研究会（略称：BG研） 

    ジェンダー論の現状と課題に関する学際的研究 

    ―ジェンダー・バイアスのない身体・性・生命・暮らしをめざして― 

   ＊ フェミニズム理論研究会 

    19世紀～20世紀初頭のフェミニズム 

    ―母性と社会主義、戦争と平和、教育― 

  

（３）ジェンダー問題に関するシンポジウム、フォーラム等の開催 

   ジェンダー問題に対する理解・意識の普及や啓発のため講演会・講習会等を開催した。 

  ① 講演会     

  ・テーマ   男女共同参画社会をつくる取組～「2020年 30％」に向けて～ 

  ・ 講 師  井上 侑子氏（内閣府男女共同参画局推進課課長補佐（積極措置担当）） 

・日 時   平成 23年 12月 10日（土）14：00～16：30 

    ・会 場   名古屋都市センター 特別会議室 

   ・参加費   無料 

   ・参加者   44名（定員 80名） 

②「働く女性のカフェ」 

   ・テーマ 及び講師 

（午前の部） 「節約VS経済活性化を考える―持続可能な社会とは？」 

            広田 福世氏（津島市消費生活相談員） 

     （午後の部） 「NPOバンクとキャリアバンク～市場経済に頼らない関係 

作り」   木村 真樹氏（コミュニティ・ユース・ 

バンクmomo代表理事） 

・日 時   平成 23年 7月 31日（日）10：00～16：15 

・会 場   東海ジェンダー研究所 セミナー室 

・参加費   無料 

・参加者   34名（定員 30名） 

この事業は、ワーキング・ウーマンとの共催で実施した。 

③ 個人助成受託者報告会  

個人助成受託者が、研究成果を発表するための報告会を開催した。 

・日 時   平成 23年 11月 27日（日）13：30～16：30 
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・会 場   東海ジェンダー研究所 セミナー室 

・報告者   林  葉子氏（同志社大学人文科学研究所嘱託研究員） 

       高橋  愛氏（徳山工業高校専門学校） 

       池田 弘乃氏（都留文科大学非常勤講師） 

       大野 聖良氏（お茶の水女子大学大学院） 

・参加費   無料 

・参加者   16名（定員 24名）  

 

（４）年報及びニューズレターの発行（広報・出版活動） 

  ① 年報『ジェンダー研究』第 14号の発行 

   研究論文・研究ノート・個人研究助成受託者の報告論文等を掲載した。また、当研究

所の平成 22年度の事業報告も掲載した。 

   ・応募期間  平成 23年 4月 1日～5月 31日（題目と概要提出） 

                    9月 30日（原稿提出） 

   ・応募総数  19名（一般 16名、個人研究助成受託者 3名） 

   ・審査委員会 

     第 1次選考   委員各自の評価期間 

     第 2次選考   平成 23年 10月 14日   当研究所にて選考会議 

第 3次選考   平成 23年 11月 18日   当研究所にて選考会議 

   ・発行月   3月 

   ・発行部数  550部 

   ・掲載内容 

      個人研究助成受託者論文     2件 

一般投稿論文         4件 

   （うち 研究ノート   2件） 

  ② ニューズレター『LIBRA』第 42・43・44号の発行 

   ジェンダー問題に関する識者の見解、当研究所の事業などを掲載した。 

発行月   5月・12月・3月 

第 42号・43号・44号 

発行部数  各 1,000部    

   

（５）他事業への助成 

  ① 寄附講座 

   ・科目名   「性とジェンダーB」2011（共通教養科目） 

   ・実施先   和光大学現代人間学部 

   ・期 間   2011年 9月 17日～2012年 1月 7日  8回（各週土曜日） 

   ・受講生   和光大学現代人間学部・表現学部・経済経営学部 各１－４年生 

   ・参加者   113名（講座登録者） 
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② 後援（報告、講演、シンポジウム） 

   ・テーマ   「スポーツとジェンダー研究の現状と展望」 

          日本スポーツとジェンダー学会第 10回記念大会 

   ・基調報告  井谷 惠子（京都教育大学） 

          來田 享子（中京大学）ほか 4名 

   ・基調講演  Gudrun Doll-Tepper（ベルリン自由大学教授、IOC女性とスポーツ 

委員会委員） 

   ・日 時   2011年 7月 2日(土)～7月 3日(日) 

   ・会 場   中京大学名古屋キャンパス 

   ・主 催   日本スポーツとジェンダー学会 

  ③ 後援（映画上映会） 

   ・テーマ   山川菊栄さんのドキュメンタリー映画上映会 

   ・日 時   2012年 1月 9日（月・祝） 

   ・会 場   ウィル愛知セミナールーム 

   ・主 催   女性ユニオン名古屋、ワーキング・ウーマン 

 

（６）その他当研究所の目的を達成するために必要な事業 

① ジェンダー問題に関する研究会・研修等に用いるセミナー室の貸出 

   2011年度利用登録 9件、年間利用件数 71件（2010年度 87件） 

② ジェンダー問題に関する会議への出席 

 「名古屋市男女平等参画推進会議（イコールなごや）」への参加 

     2011年 6月 23日、2012年 2月 13日 

 

 

 

 


